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レスの神話j 、 「努力の神話J 、 「美が持つ権威性J に見出した。女性たちは、男性主導社会の文化が生み出した女
性イメージに対して、、それ独自の仕方で読み解き、自分たちの憧れているライフスタイルと結合させることで、それ
を自分のものとして楽しんでいるともいえるのである。しかし、それが女性の本来的な「解放J に結びついているか
どうかについては、判断しにくい。ここでは、女性をめぐるポヒ。ュラーカルチャーを軸にして、支配・抵抗・受容の
構図を描くことでボディイメージをめぐる文化の構図を読み解きたいと思う。
第五章を終章として、これまで論じてきた男性主導社会とスリム志向、女性とスリム志向の聞における共犯関係を
まとめ、結論を述べる。
論文審査の結果の要旨
本論文は、現代社会におけるスリム化への志向をめぐって、この現象を文化社会学的視点、から考察を加えたもので
ある。
ダイエットやスリム化社会についてはすで、にいくつかの著名な研究が存在している。しかし、従来のスリム化社会
論は、主にフェミニスト研究の視座から、この現象を男性主導社会が女性に強制しようとする一種の抑圧の装置とし
て分析するものがほとんどで、あった。本論文では、女性への抑圧としてのスリム化の強制という従来の視点を越えて、
ある意味でスリム化の流れを積極的に受容している女性たちのおかれた社会的文化的文脈を明らかにすることで、こ
の現象を読み解こうとするものであり、この点で、これまでにない新たな視点を提供したものと評価できる。特に、
ボ、ディ・メイキングにおいて、抑圧というよりも、むしろ、自身の身体のコントロールを通じて、ある種の「達成感J
や「快感」を感じる女性たち(もちろん、その背景にも、女性たちを社会活動から排除する傾向の強い、ジェンダー
化された現代社会の構造の問題が控えているのだが)の姿を描き出し、スリム化を求める社会およびメディアの動向
と女性たちとの聞に存在している一種の共犯関係を明らかにした点は、本論文の功績といえるだろう。
以上の理由から、本論文は博士(人間科学)の学位授与にふさわしいものと判定した。
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